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Ⅰ. なぜ今ＩＴ活用なのでしょうか？

重大災害発生件数

年

2007年問題等

安衛法改正日本の産業の重大災害発生状況の推移

死亡者数
および休
業4日以上
の死傷者
数は減少
し続けてい
ますが

製造業では下げ止まり
からここ数年増加傾向
にあります

全産業で増加傾向が
20数年間続いています

①雇用の流動化、就業形態の多様化、 設備の自動化・省力化・集約化、

アウトソーシング進展等による混在作業の増加、外国人労働者の増加

②新規採用の絞込みによる若手人材の不足、団塊世代の2007年以降の大量退職

①現場の実情を踏まえた安全管理のノウハウ消失

②労働者の熟練度の相対的な低下

③体系的な教育の困難化

④担当範囲の拡大・多能工化

⑤一人作業の増加

⑥技術のブラックボックス化

⑦危険情報の伝達・共有化の困難化

労働者を取り巻く状況の大きな変化

現場における安全衛生水準低下

労働災害発生

の可能性

データ：厚生労働省 労働基準局平成20年5月発表から引用

（「重大災害」：一度に3人以上の労働者が業務上死傷又はり病した災害事故）

以上の状況から、これまでの努力に加え何らかの新たな安全衛生管理の取り組みが必要であり、
その一つとして技術進展著しいＩＴの活用をここでは考えてみましょう。


